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研究成果の概要（和文）：近代日本において高度の専門職とはみなされず高学歴も要求されなかった準専門的職
業が専門職化されてきた過程を、各専門団体誌・情報誌、教育関係雑誌を資料とし歴史的・実証的に解明した。
結果、準専門職の専門職化過程の特徴は自らの権益を死守しつつ、どのようにしてクライアントや教育的ニーズ
を抱いている人々によりよい処方・助産・教育実践などを提供してゆくか、その方向に向かって努力するプロセ
スであることがわかった。

研究成果の概要（英文）：The study examined how the semiprofessions have aimed for full professional 
status in Modern Japan. They required no advanced academic training and were less prestigious than 
the established professions. The following　semiprofessions were chosen as the subject of study: 
pharmacy, midwifery, keiri, accounting, elementary school teaching, special support school teaching,
 kindergarten teaching, and school nursing. We analyzed the editorial policy, the purpose of 
publication, and the contents of the professional journals in these occupations and the magazines in
 education.Research findings confirm the professionalization of semiprofessions has been the process
 of providing better services to meet the needs of their clients while protecting their own rights 
gained at work and the benefits associated with them. The semiprofessionals may be considered to 
have been a group of people who would learn from practice and try to improve their daily activities 
to claim professional status.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は準専門的とみなされた非高学歴的な職業に注目し資格化された過程を解明し、研究の空白を埋めた。ま
た職業資格制度成立の過程を、教育分野だけでなく薬学界、看護界、会計士界等の専門情報誌にまで拡大し、ト
ータルに正面から取り上げ、研究の空白を埋めた。さらに近代日本で資格が特に強く問われた時期とその背景は
何であったかを確認すると共に、準専門職の側からみた近代日本職業制度形成過程の全体的構造を解明した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

（1）従来、コリンズ『資格社会』(1984 年)、望田幸男『近代ドイツ＝「資格社会」の制度と機

能』(1995 年)、小山善彦『イギリスの資格履修制度』(2009 年)等によって、日本の職業資格の多

様性が解明された。昨今では阿形健司の一連の職業資格研究も注目される。他方、歴史的アプロ

ーチからの研究は、例えば橋本鉱市「近代日本における専門職と資格試験制度」(1992 年)等、新

谷康裕「近代日本における資格制度と工業化」(1996 年)、辻功『日本の公的職業資格制度の研究』

(2000 年)等によって行われてきた。しかしこれらの研究は高度の専門職資格を研究対象として創

設の経緯や発展過程を歴史的に追究するに止まっている。雑誌メディア等に基づき、「準専門職

資格への学習」に対してメディアがいかなる役割を果たしたか、情報を発出した側による専門性

向上に関する言説の研究は、不十分である。 

（2）大学院の高度専門職養成機関化、教職大学院の制度化、更に各学校・大学事務職員のプロ

フェッショナリゼーションへの法制化等、最近の中央教育審議会の審議傾向が示すのは、現代日

本における各職業の専門職業化の動きである。それは日本社会全体における専門職化傾向を示

すものである。 

 

２．研究の目的 

（1）明治以後の日本では近代化を目指して多様な職業が発生し次々と資格化された。本研究で

は、戦前には高度の専門職とみなされず高学歴も要求されなかった諸職業（＝準専門的ないし半

専門的職業：Carr-Saunders&Wilson（1933））が資格化されて行ったプロセスを、会計士、計理

士、薬剤師、産婆・助産婦、学校教員、幼稚園保姆、学校看護婦等について確かめる。 

（2）上記各諸職業に関する専門雑誌、団体史、受験雑誌、進学案内書、職業案内書等のメディ

アを通じて、①キャリアコース・試験情報はどのように伝えられたか、②それと併行して情報を

発出した側は、専門性向上に関してどのような言説を発し続けたかを実証的に検討する。対象と

する準専門職の範囲が広範であるため、研究分担者は、教育史学者に限定しない。広く関連分野

の研究者に協力を求め、学際的に組織運営する。  

 

３．研究の方法 

（1）平成28年度は、研究の性格上、かなりの拡がりをもつ作業となったので、取り上げる諸職

業分野における資格制度形成過程を歴史的に展望し、メンバー同士で共有した。それと並行した

作業として、基礎的資料の収集の段階とそれらを使った内容的研究の2段階に分けた。まず前者

を研究代表者及び研究分担者等全員で固め、その作業にあてた。 

（2）平成29年度は、前年度の作業を踏まえ、申請書の「研究目的」に列挙した2つの観点から以

下のように研究を展開した。①各種雑誌等を研究対象として歴史的分析を行う。取り上げる諸職

業分野のどのような雑誌メディアを対象とするかは前年度の調査を踏まえ、②各種雑誌の歴史

分析を行う前提として、準専門的職業の資格整備過程を展望しメンバー同士共有した。③各雑誌

メディアを、各担当者は、研究目的に則して（ア）各資格制度の拡大・普及過程はどのように伝

えられたか、（イ）キャリアコース・試験情報はどのように伝えられたか、（ウ）情報を発した

側は、専門性向上に関してどのような言説を発し続けたか、という3つの観点から、各専門メデ

ィアの記事を選び出し、データベースを作成し、次年度に備える。近代高等教育史研究の専門研

究者を選び研究連絡会に講師として招待し、資格の制度化過程とメディアの歴史、情報の発信

者・受け手等について専門講義を依頼した。 

（3）平成30年度は研究の折り返し年度と位置づけ、過去2年間の中間総括を行う。成果を、日本



教育学会等において発表した。前年度までの対象雑誌の内容分析を深化し研究を展開した。本研

究のように研究テーマが広く、かつメンバーの所属が多岐にわたる共同研究の場合には、その求

心力を確保し、テーマの一貫性を保持することが難しい。本研究では、それを避けるため、研究

連絡会を頻繁に行った。 

（4）平成31年度は（1）～（3）の研究成果を集成し、最終報告書の刊行をめざした。「研究成

果公開促進費」の助成を申請した。 

 

４．研究成果 

（1）本研究は、職業資格制度成立の過程を正面からトータルに取り上げる。そのために、資料

を教育分野だけでなく薬学界、看護界、会計士界等の専門情報誌メディアにまで拡大し、それら

が伝える情報を分析している。これだけでも研究の空白を埋める仕事となると確信した。なぜな

ら近代日本における「準専門職」形成過程研究は、圧倒的に不足しているからである。これまで

の先行研究は、本研究が目指すプロフェッショナリゼーションのプロセス、形成過程にまで踏み

込んでいない。また、semi-Professions の研究においては、第二次世界大戦後の若干の外在的な研

究があるものの、専門職化過程に関する研究は皆無に等しい。専門情報誌や教育関係雑誌メディ

アに基づき、「準専門職資格への学習」に対して雑誌メディアがいかなる役割を果たしたか、情

報を発出した側による専門性向上言説はどのようなものであったかの研究も全く不十分であっ

た。本研究は準専門的ないし半専門的とみなされた非高学歴的な職業に注目し、資格化された過

程を解明し、従来の研究の空白を埋めたものである。また本研究では、これまで全く取り上げら

れなかった職種すなわち薬剤師、産婆・助産婦、計理士、会計士、「特殊児童」を扱う「学校」

教員、学校看護婦を取り上げている。さらに、専門性の基盤となる同資格集団がどのように形成

されたか、マニフェストや綱領やミッションの声明がどのように行われたかを検討している。す

なわち専門性の形成に不可欠の、プロッフェショナリティ自覚の歴史にも解明を進めている。 

（2）主たる方法としては、専門情報誌分析としては、先にもふれたように、専門情報誌などの

メディアに着目した。専門職者が組織を形成したり立法を要求したりする過程においては、専門

職としてのミッションを発したり、ステータスの共通認識を確認し共有することが重要になる。

そのプロセスを解明する素材は、雑誌以外にはないと見られるからである。 

（3）ただしその際、3 つの歴史的視点を設定することが重要になると考えた。第 1 は、専門職

化への志向に関する諸情報を伝えるメディアは多種多様であるとともに、集積された情報の内

容は、メディアの性格と密接に関係している。従って情報の性格を解明するためには、そのメデ

ィアの発刊理由、編集主体、読者層等を検討する必要がある。すなわちメディアの特性を描き出

すことが、専門職化志向情報の内容を正確に解読する前提となる。第 2 は、メディアが伝える専

門職化志向情報の質の考察である。いったいどのような情報が提供され、どのように変化した

か、情報選択とその変容実態を実証的に解明するのも本研究のねらいの一部である。加えて、

ROOS のいう marginal profession および Para profession の専門職化過程は、高等教育の整備と不

可分で、高等教育機関における学習の長期化が課題となった。これに鑑みれば、この研究にとっ

て近代日本高等教育史研究を常に視野に入れておくことは重要なことである。日本近代大学史

の専門家を研究協力者に迎えるなど、この点にも大いに意を注いだ。第 3 に、メディアは準専門

職が専門職化しようとする際、志願者の志(こころざし)の所在と志の実現との中間に位置する。

それはおのずから、準専門職者たちの専門職化への志向性や動機、そして現実の人々の姿を映

し、本研究においては、そのメディアを体系的・実証的に精査したい。 

（4）編集した最終報告書の目次構成は以下の通りである。 



 

 序章 … 菅原亮芳 

第Ⅰ部 新専門職の誕生と形成 

第１章 薬剤師－『薬剤誌』－（小口江美子） 

はじめに／第 1 節 制度と団体 ⑴法制度の展開 ⑵職能団体としての東京薬舗会から東

京薬剤師会へ／第 2 節 『薬剤誌』の書誌的検討  ⑴先行研究について ⑵発行状況 ⑶

発刊の趣旨 ⑷編著者と発行所 ⑸目次構成 ⑹読者層と発行部数／第 3 節 『薬剤誌』

に見る薬剤師の専門性向上言説の特質 ⑴医薬分業運動を支えた担い手たちの言説 ⑵薬

剤師の「職権情報」／むすび 

第２章 産婆・助産婦－『助産之栞』－（俵積田ゆかり） 

はじめに／第 1 節 制度史的展望（時期区分）／第 2 節 『助産之栞』の書誌的検討 ⑴

『助産之栞』の発刊状況・発行人 ⑵緒方正清（元知 1 年・1864 年－大正 8 年・1919

年）という人物 ⑶『助産之栞』の欄構成と記事数 ⑷「論説」と「実験」の記事分類／

第 3 節 『助産之栞』に見る助産教育情報の特質とその変化について ⑴助産婦の助産論

について ⑵助産婦の知識・技術について／むすび 

第３章 会計士－『會計』－（後藤小百合） 

はじめに－問題の所在および先行研究－／第 1 節 雑誌『會計』の発刊意義／第 2 節 雑

誌『會計』発刊前史／第 3 節 計理士法成立について／第 4 節 計理士法改正運動につい

て／第 5 節 計理士制度改正運動の契機となった具体的内容／第 6 節 計理士の実状と計

理士法改正運動／第 7 節 公認会計士制度の設立／むすび－計理士（会計士）制度確立の

発展過程－ 

第４章 計理士－『計理士』－（渕上勇次郎） 

はじめに／第 1 節 職業会計人－「専門職」とは何か／第 2 節 制度と団体／第 3 節 「計

理士」について、雑誌『計理士』から／むすび 

第Ⅱ部 「学校」教員の資格と専門性 

第１章 教職の黎明と学校教員－雑誌が語る師匠から教員へ－（吉野剛弘） 

はじめに／第 1 節 制度と団体 ⑴師範学校制度の変遷 ⑵教員の待遇 ⑶自由民権運

動への制限と教員 ⑷教員の状況／第 2 節 書誌的検討 ⑴本研究で収集しえた雑誌・

記事 ⑵主要な雑誌の書誌的検討／第 3 節 内容 ⑴内容による記事の分類 ⑵記事内

容の特徴／むすび 

第２章 「特殊児童」と教員－『教育実験界』－（下山寿子） 

はじめに／第 1 節 「学校」教員資格制度の成立の歩みと「特殊児童」への関心／第 2 節 

雑誌『教育実験界』の書誌的検討／第 3 節 「特殊児童」情報の内容分析 ⑴「特殊児童」

とは何か ⑵時期区分とその内容／むすび 

第３章 幼稚園保姆－『婦人と子ども』－（高瀬幸恵）  

はじめに／第 1 節 制度と団体 ⑴幼稚園保姆の資格と待遇  ⑵フレーベル会の発足と

日本幼稚園協会への発展  ⑶幼稚園制度および保姆待遇改善に関する建議／第 2 節 書

誌的検討 ⑴発刊当初の誌面構成  ⑵「保育者のため」欄の登場  ⑶「質疑応答」/「保育

問答」欄の登場と「子ども」欄の後退  ⑷保姆のための機関誌としての性格の確立／第 3

節 内容 ⑴明治後期における幼稚園教育と保姆の専門性に関する議論  ⑵明治末期か

ら大正期における保育者論の展開－第 11 巻以降－／むすび 

第４章 学校看護婦－『養護』－（釜田史） 



はじめに／第 1 節 学校看護婦の資格制度 ⑴学校看護婦の誕生（1905＜明治 38＞年～

1921＜大正 10＞年）  ⑵学校看護婦制度の整備（1922＜大正 11＞年～1940＜昭和 15＞年）  

⑶学校看護婦から養護訓導へ（1941＜昭和 16＞年～1946＜昭和 21＞年）／第 2 節 雑誌

『養護』の書誌的検討 ⑴雑誌『養護』の創刊  ⑵帝国学校衛生会と大西永次郎  ⑶全国

学校看護婦大会と学校看護婦講習会／第 3 節 雑誌『養護』における学校看護婦の専門性

に関する言説 ⑴「教師」としての学校看護婦に求められた専門性①＝人格の練磨と知識

の修養  ⑵「教師」としての学校看護婦に求められた専門性②＝「学校という職場」にお

ける特殊性への適応  ⑶「教師」としての学校看護婦に求められた専門性③＝「教育学」

を学ぶこと／むすび 

終章 … 菅原亮芳 船寄俊雄   

 

（5）結果として準専門職の専門職化過程の特徴は、自らの権益を死守しながら、どのようにし

てクライアントや教育的ニーズを抱いている人々に、よりよい処方・助産・教育実践などを提供

してゆくか、その方向に向かって努力するプロセスであることがわかった。そのためには、より

具体的には①自律性を点検しつつ専門職団体を組織し、待遇改善、政策に対しての資格や能力を

保証する法律などへの意見提示の必要性などを実践から得られた知見を基に情報化することが

重要であるということ、②専門情報誌は①の事柄を広報する役割と同時に会員が専門的知識・技

能の獲得や倫理性の育成など自己研鑽の機会となる情報を提示すること、③医師と薬剤師など

の連携関係と相互批評の重要性を伝えること、④団体にあるいは専門情報誌を発行する母体に

所属し自らのキャリアコースやミッションを確認し、自覚してゆく情報を提示することなどが、

重要な共通基準であることがわかった。これらの事柄はクライアントや教育的ニーズを抱く人々

の現状に気付き、理解し、何が問題であり、何をどのような技術をもって改善するのかを考えた

上ではじめて気付くものである。それだけでなく、その実践がその人々にどのような意味がある

のかを寄り添いながらケアすることこそが準専門職が専門職に近づいてゆく重要な要因と解釈

できる。専門職が理論を実践に当てはめて検証し再構築してゆく人々であるとするならば、準専

門職は実践から学び、反省し、その実践の改善に努力しようとする、一群の人々であると考えら

れる。 
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